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右
寄
り
奥
。
花
瓶
で
し
ょ
う
か
。
陳
舜
臣

ご
夫
妻
は
、
晩
年
、
陶
芸
を
楽
し
ま
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
親
族
に
伝
わ
る
作

品
の
一
つ
で
す
。

左
寄
り
奥
は
、
台
湾
で
放
映
さ
れ
た
『
憤

怒
的
菩
薩
（
怒
り
の
菩
薩
）
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

す
。

(神戸華僑歴史博物館運営委員制作)

本号では、次のパネル４枚を取りあげました。

■蔡錦墩さんと「台湾省愛郷小組」

■陳舜臣没後6年桃源忌特別展

No.7 業界誌に見える「泰安公司」 と 家業時代の趣

味の活動

No.8 大阪外国語大学同窓会神戸支部総会記念写真

二人の陳さん

No.9 陳家のお正月(1954年)家族写真 布引町2丁

目の実家前で

(編集委員 橘雄三)

展
示
資
料

さい きんとん

Mar.



趣
味
の
会
に
は
、
●
「
映
画
」
、
「
野
球
」
、
「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
」
、
「
水
泳
」
、
「
庭
球
」
、
「
卓
球
」
、
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
」
、
「
柔
道
」
、
「
剣
道
」
、
「
弓
道
」
、
「
相

撲
」
、
●
「
登
山
」
、
「
ス
キ
ー
」
、
「
ス
ケ
ー
ト
」
、

●
「
旅
行
」
、
「
魚
釣
」
、
「
麻
雀
」
、
「
俳
句
」
、
「
写

真
」
、
●
「
演
劇
」
、
●
「
音
楽
」
、
「
ダ
ン
ス
」
、
「
将

棋
」
、
「
碁
」
、
「
浪
曲
」
、
「
読
書
」
、
「
玉
突
」
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
会
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
う
ち
、
頭
に
●
が
付
い
て
い
る
会
に
、
陳
さ
ん
の
名

前
が
あ
り
ま
す
。

「
演
劇
」
に
も
名
前
が
あ
り
ま
す
。
陳
さ
ん
は
、
観
劇
だ

け
で
な
く
、
演
じ
る
こ
と
も
ま
ん
ざ
ら
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、

後
年
、
文
士
劇
に
は
何
度
も
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
業
が
不
本
意
だ
っ
た
陳
さ
ん
。
趣
味
の
活

動
、
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
参
加
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

陳
舜
臣
さ
ん
が
映
画
フ
ァ

ン
だ
っ
た
こ
と
は
、
『
青

雲
の
軸
』
や
『
道
半
ば
』

に
記
述
が
あ
り
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ゲ
ー
リ
ー＝

ク
ー
パ
ー

と
デ
イ
ト
リ
ッ
ヒ
共
演
の

『
モ
ロ
ッ
コ
』
を
観
て
、

俊
仁
は
ほ
と
ん
ど
狂
喜
せ

ん
ば
か
り
に
な
り
、
翌
日

も
お
な
じ
映
画
館
へ
、
お

な
じ
フ
ィ
ル
ム
を
観
に
行
っ

た
」

（
『
青
雲
の
軸
』
）

2021.3.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.30 ＜ ２ ＞

陳舜臣没後6年桃源忌特別展 No.7

業界誌に見える「泰安公司」 と 家業時代の趣味の活動

《
３
．
家
業
時
代
の
趣
味
の
活
動

》

家業、「泰安公司」概要については『苦節十年』（1967年 海親会発行）から、陳舜臣さんの趣味の活
動については『神戸海栄会会報第3号』(1956年発行)からの転載です。

泰安公司の現社長は、舜臣さんの弟・仰臣氏の
ご長男です。(2020年7月、電話にて取材)
「祖父・陳通は海岸通りの社屋が空襲で焼けた
後、北長狭通３丁目のこの地に平屋を建て、会
社を移しました。舜臣伯父と父・仰臣、ほか数
人の社員が仕事をしていたのはこの時代です。
やがて、舜臣伯父は作家へと道を変え、家業

を継いだ父・仰臣は、この地にビルを建設しま
した。いまの４階建て泰安ビルです。一昨年、
竣工50年を祝いました」

泰

安

公

司

名

称

泰
安
公
司

T
AI
AN

TR
AD
IN
G

C
O.

住

所

神
戸
市
生
田
区
北
長
狭
通
三
丁
目
九
ー
八

泰
安
ビ
ル
三
、
四
階

電

話

神
戸
（
33
）
一
一
八
四
、
四
四
九
五
番

電

略

T
HE

T
AI
AN

コ
ウ
ベ
」
タ
イ
ア
ン

組

織

個
人

資
本
金

一
五
〇
万
円

決
算
期
日

年
間
取
扱
高

約
二
億
円

役
員
氏
名

代
表
者

陳

通
（
明
治
二
九
年
四
月
一
五
日
生
）

創
立
年
月
日

昭
和
八
年
七
月

従
業
員
数

五
名

《 １. 『泰安公司』概要 》 《２．現「泰安公司」社長、陳武洋氏の話 》

木立の右が泰安ビル



ここに取りあげたのは、1966年11月29日、神戸の牡丹園で開かれた大阪外国語大学同窓会神戸支
部総会の記念写真です。写真の所有者、陳徳仁氏と陳舜臣さんが最後列に写っています。このとき、
陳徳仁氏は49歳、陳舜臣さんは42歳です。写真の顔ぶれは、ご高齢の方が多いようで、お二人は
「若輩」と感じられての遠慮か、最後列です。この部分、拡大しておきました。
下の写真、ほとんどの方は鬼籍に入られたと思われますが、懐かしいお顔が見つかるかも。
なお、陳徳仁氏は、当博物館の創設者で初代館長です。

2021.3.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.30 ＜３＞

陳舜臣没後6年桃源忌特別展 No.8

大阪外国語大学同窓会神戸支部総会記念写真 二人の陳さん

「外語には選科生という制度があった。(中略)

私が外語に入った年、神戸の華僑で広東人の

陳徳仁君が、中国語の選科生として入学してき

た。年齢は私より六つほど上で、白皙の美青年

であった。姓が同じで、おなじ神戸から通って

いるので、よく間違えられた。(中略)

こうして陳姓の二人が同期生になった。彼は

そのころ二十五、六であり、実家は南京町の

『博愛』という大きな料理店で、すでに結婚し

ていた。二人の陳を区別しなければならないと

きは、徳仁さんを、『奥さんのいるほうの陳』

と呼んだりしていた。(中略)

このあいだ陳徳仁さんが亡くなった。彼は予

定通り卒業後は外語の広東語の講師をしたり、

毎日新聞社が出していた『華文毎日』の記者を

していた。だが、終戦によって彼はしばらく華

僑社会の世話をしなければならなくなった。

(中略) 華僑社会にはなくてはならない人物

であった。」(『道半ば』p.87、88、111)

《 二人の陳さん 》

後列、左から二人目が徳仁氏 右端が舜臣さん



2021.3.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.30 ＜ ４ ＞

陳舜臣没後6年桃源忌特別展 No.9

陳家のお正月(1954年)家族写真 布引町2丁目の実家前で

陳
舜
臣
さ
ん
は
、
翌
五
〇
年
三
月
、
結
婚

し
、
こ
の
布
引
町
二
丁
目
の
実
家
の
二
階

で
、
二
人
の
新
婚
生
活
は
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
布
引
町
の
実
家
の
お
正
月
は
、
舜

臣
さ
ん
ら
子
ど
も
た
ち
が
家
族
同
伴
で
集

ま
り
、
大
変
賑
や
か
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

陳
家
に
は
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
の
と
同

様
の
年
毎
の
家
族
写
真
が
、
何
枚
も
残
っ

て
い
ま
す
。

陳
家
に
と
っ
て
、
さ
み
し
く
な
る
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
舜
臣
さ

ん
の
妹
・
妙
玲
さ
ん
の
「
帰
国
」
で
し
た
。

妙
玲
さ
ん
は
五
三
年
、
「
祖
国
建
設
の

情
熱
に
燃
え
」
と
は
い
え
、
ま
だ
、
二
十

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
さ
で
家
族
と
離

れ
、
第
一
回
華
僑
帰
国
船
興
安
丸
で
大
陸

に
渡
り
ま
す
。
中
国
で
の
最
初
の
仕
事
は

撫
順
戦
犯
管
理
処
で
の
翻
訳
業
務
で
し
た
。

舜
臣
さ
ん
は
、
七
二
年
、
日
中
の
国
交

が
回
復
す
る
と
、
日
本
赤
十
字
社
が
発
行

す
る
証
明
書
に
よ
る
探
親
訪
問
と
い
う
形

で
、
お
母
さ
ん
、
弟
・
介
臣
さ
ん
ら
と
、

当
時
、
北
京
放
送
勤
務
だ
っ
た
妙
玲
さ
ん

を
訪
ね
ま
す
。

そ
の
後
も
、
舜
臣
さ
ん
は
、
中
国
旅
行

の
度
に
、
妙
玲
さ
ん
に
会
う
機
会
を
作
ろ

う
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

(

新
婚
時
代

陳
舜
臣
さ
ん
と
蔡
錦
墩
さ
ん)

陳
舜
臣
さ
ん
の
戦
後
は
布
引
町
の
家
で

始
ま
り
ま
し
た

妹
・
妙
玲
さ
ん
、
大
陸
へ
渡
る

(

出
発
時
の
妙
玲
さ
ん)

「
三
年
半
ぶ
り
に
神
戸
に
帰
っ
た
。

一
九
四
九
年
の
十
月
は
、
青
天
が
つ
づ
い

た
と
記
憶
す
る
。(

中
略)

垂
水
の
家
か
ら
台
湾
に
帰
っ
た
が
、
こ
ん

ど
は
父
が
新
し
く
買
っ
た
布
引
町
の
家
に
帰
っ

た
。
ど
ち
ら
も
帰
る
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
が

私
の
運
命
だ
っ
た
の
で
あ
る
」

（
『
道
半
ば
』
三
〇
四
、
〇
五
頁
）

（
写
真
は
い
ず
れ
も
個
人
蔵
）

ご
両
親

→
ご両親の右、縦に３人、舜臣さんご夫婦と長男立人さん

布引交差点→


